研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　介護老人保健施設　南山苑　　職　種　介護福祉士　　氏　名  小森　澄美

	期　　間　　平成25年7月24日～　平成25年7月26日　（3日間）　

	出張目的    第24回全国老人保健施設大会ｉｎ石川

	出 張 先    ホテル日航金沢、石川音楽堂、ＡＮＡクラウンプラザホテル金沢　他

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）

考察

　今回の研修では、「在宅支援と地域連携」「レクリエーション」「管理・運営」の3部門の演題を聞く事ができました。全体を通して、老人保険施設の大きな役割である在宅復帰に向けての取り組みについて、演題が多く発表されていました。発表を聞く事で、老健の役割とは、国が今必死になっている地域包括ケアそのものであると感じる事ができました。その中で、地域や居宅ケアマネが求める老健と本当の役割が違っていることが、在宅復帰への道のりを遠ざけているといった発表もあり、施設の中でのケアやリハビリといった取り組みの他にも、家族や居宅ケアマネ、地域の方々とのコミュニケーション等の必要性を考えさせられました。管理・運営の発表では、介護職員の離職率の軽減を減らす取り組みなど、当施設でも必要がある発表を聞く事が出来ました。現在、現場にて新人を教育する際に、指導する側の不安や新人側も説明する人によって、若干のズレがありどちらの説明の方法を取ればいいのかわからない等課題があるように感じます。そのようなことを減らす為にも、新人を教育する側（プリセクター）への教育や、統一した指導を行うための指導マニュアルなどは当施設でも整備していく必要があるのではないかと感じました。


＜在宅支援と地域連携＞

1 地域は老健に何を求めているのか～関連機関への聞き取りからの考察～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮城県　介護老人保健施設　せんだんの丘

内容

地域に根ざした老健として地域の求めている事（現状と理念を含めたニーズ）を知る必要がある。そのニーズを把握し、できる事とやるべき事を推し量るために地域の各機関にアンケートを行った。地域として求める老健の大多数が、特養へ入れるまでの穴埋めとしてや在宅において置けないからといったものであった。また、少数の意見として、老健に在宅復帰への期待をしていないといったものもあった。これらのことから、地域に根ざした施設にしていくために今後何が必要なのか。を常に考えていく必要がある。

2 在宅復帰率向上に向けた、リハビリ部の取り組み

石川県　介護老人保険施設　ふぃらーじゅ

内容

　リハビリテーションの視点から在宅復帰率向上、特に自宅退所に向けて実施している取り組みについての報告。入所の際に、自宅へ行き、在宅復帰に向け、何が障害になるのかをPT・OTの視点にて抽出する。玄関の段差、便座へ座るまでの動作などを確認し、在宅へ戻られてからの状態に近い動作をリハビリにて実施する。また、退所が近くなる時は、居宅ケアマネへどういった補助具や福祉用具が必要化の申し送りをすることで在宅復帰率が向上したとの事。

＜レクリエーション＞

1 3時半だよ！全員集合

兵庫県　介護老人保健施設　ステップハウス宝塚

内容

　レクリエーション以外で、短時間でも日々継続し音楽レクリエーションに取り組んだ事で、利用者に現れた状態の変化や効果について。心理的効果、生理的効果を理由に「歌」を生活リズムに取り入れた。午前、午後とレクリエーションはやってきていたが、さらに30分間での取り組みを加えた。当初は参加人数も少ないようであったが、音として聞こえてきていた為か、徐々に参加人数は増加。この時間を待つ利用者も増えたとの事。また、歌詞カードの準備・手拍子など積極的に行う方も出てくるようになり、役割意識、回想効果、離床時間の確保（入眠の安定）といった効果がみられたとの事。また、利用者の小さな変化や出来ごとをノートに記載する事で他のケアにも結びつける事が出来た。

2 集団レクから選択レクへの取り組み　気付いてみれば利用率アップ！！

神奈川県　介護老人保険施設　リハリゾート青葉

内容

　一種類の体操やレクを集団で提供していたが、ADLの違う方々が同じものを実施することに疑問を抱き、体操などの種類を増やし選択をしてもらう事により、参加率が増えるようになった。他部署に協力してもらう事で、体操だけで全12種類。他、手工芸、歩行訓練など全20種類のレクを1日何種類かづつ行う。利用者が選択しやすいようにする為、月ごとにレク内容を記載したカレンダーを作成、配っている。また、レク内容に飽きを感じさせないように季節にあったプログラムなど定期的に変更していった。仲間内での会話やここをこうしたらいいのではなど、利用者からの声もより多く取り入れることで、レクへの参加率アップ。また、施設独自の目玉として紹介することで利用率向上にも繋がったとのこと。

＜管理・運営＞

1 介護職員の離職率減少への取り組みとその成果

兵庫県　介護老人保健施設　ヴィラ光陽

内容

　退職理由を分析し、オリエンテーションの見直し、指導ファイルの作成、業務マニュアルの見直しを行なった結果、離職率の大幅な減少に成功した。統率するリーダーがいないなどの人間関係や指導不足、職員環境の理由から介護職の離職が増えた。職員減少。業務負担の増加。から環境も悪化するなど悪循環が続いていた。オリエンテーション時より、新人への指導ファイルを作成し、個々人がどの説明を受け、実際に体験し、独立しても大丈夫であろう。また、どの部分でまだ指導が必要であるなどを明確にしたものを作成、活用。その事で、前任の担当者が不在であってもファイルを見れば指導もしやすくなった様子。更に、業務マニュアルを整えたことにより、統一した内容を教える事ができたとのこと。また、現場スタッフと主任の間にサブリーダーを設ける事により、相談しやすい環境が出来、人間関係への改善もみられ、離職率減少に繋がった。

2 想いを引き出し行動を変える研修の実行と成果　業務から仕事へ、仕事から思事へ

鹿児島県　介護老人保健施設　アメニティ国分

内容

　選ばれるデイケアにする為には、デイ独自の売りが必要である。環境設定として、フロア内を活動エリア、静養エリア、体操エリアの3つに分類。活動エリアの壁には、ゲームのルールを貼っておくなど見てわかるような工夫も行った。1フロアである事から、静養エリアから活動や体操エリアが見え、徐々に何らかに参加する利用者が増えた。また、職員にも変化が見られ始め、利用者の問題行動とされてきた部分に理由付けを行う事ができるようになった。その事で、問題行動以外の仕草や動きに対し、理由付けや気付きができる人材へとなっていったとの事。
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